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問わず語り

明治用水頭首工の大規模漏水事故に思う

　長く続いた猛暑も収まり、出水期も終わろう

としている。今シーズンも各地に豪雨災害の爪

痕が残された。今年度上半期の関係者間の大き

な出来事として、去る 5月の明治用水頭首工

の大規模漏水事故が挙げられる。関係者のこれ

までのご尽力には、頭の下がる思いである。当

協会でも、技術的検討の要請を受け、 3日後

には、関係会社の技術部門トップの方々に現地

に集結して頂き、 1週間後には検討会を開催

し、本省に複数の応急対策案を報告できた。参

加者の技術者としての誇りが伝わり、当協会も

このような方々に支えられているのだと思う

と、大変心強く感じられた次第である。

　大規模漏水のメカニズム、対策工法が明らか

になりつつあるが、ファクトとして、築造後

63年の頭首工が、50年ともいわれる耐用年数

を一定年数超えた時点で、あの事故が発生した

のである。さらに、熊本県でも同様の事故が発

生しており、そこでは頭首工本体も崩壊してい

る。

　もとより、河川は生き物であり、何十年もの

間に姿を変える。まして、近年の温暖化の進行

に伴い、流出形態は激烈に変化している。河床

低下、土砂堆積により、構造物自体には問題が

なくとも十全な機能が果たせなくなっている頭

首工も少なくない。

　国営事業は、昭和30年代半ば頃から、ダム、

頭首工、幹線水路を一体的に整備する事業と

して、本格的に全国展開された。その後30年、

平成に入ると、耐用年数を迎えた水路の更新

が主流となり、さらに20年後、今から10年前

には予算の大幅削減で、施設の長寿命化対策が

主流となった。そして今、初期に造成された頭

首工までもが50年と言われる耐用年数を超え、

いよいよ悲鳴を上げ始めているとも解釈でき

る。

　いずれは再建設しなければならないのであ

る。このような状況下で、ストマネ、応急、耐

震化といった長寿命化対策のみで本当に良いの

か？大事故が起きるまで使い倒せとでもいうの

であれば、あまりにも無責任過ぎないか？長寿

命化対策が結果として無駄になることも考えら

れる。

　そのため、「耐用年数に満たない施設には長

寿命化対策、耐用年数を超えた施設は再建設」

を旨とするコンセンサスを確立し、それに要す

る調査計画等の各種制度的対応を急ぐべきでは

ないだろうか。

　読者の皆様には、前号まで「閑話休題」のコーナー

を愛読いただき、誠にありがとうございました。本号

より「問わず語り」として、引き継ぐことと致しました。

これまで同様、叱咤激励をいただければ幸甚です。

Vol.1

もう一度訪れたい抱返頭首工

　今から4年前の紅葉シーズンに抱返り
渓谷を訪れ、玉川の鮮やかなエメラルド
色の水と紅葉した木々のコントラスト、
それに回顧の滝をはじめとする大小の滝
から発せられる自然のマイナスイオンを
堪能してきました。
　現在は「抱き返」らなくてもよい広さ
の遊歩道が整備され、カメラ片手に散策
が可能でしたが、それでもすれ違う時は
道を譲りあう必要があります。ですから
抱返頭首工の整備工事に当たり、工事用
道路の確保や工期の調整は困難であった
と想像できますし、受発注者双方の綿密
な協議がなされた上での工事であったと
思われます。今回は頭首工を見学するこ
となく帰ってきましたが、水の美しさや
訪問客の安全はこのようにして守られて
いるのだと、この記事を通じて抱返り渓
谷の景色を思い返し、是非、もう一度訪
れたいと思いました。
 （東京都　女性　団体職員）

農業農村整備の技術屋として活躍する
学生に期待　

　国営事業地区等フィールド調査学生支
援事業の研究成果報告を読ませていただ
きました。地域で抱える課題をテーマの
選び、その原因や課題を明らかにしてい
る報告が多かったように思います。特に、
ため池の廃止工事例、大規模稲作経営で
の配水調整、田んぼダムの効果と土壌の

浸透性が与える影響の報告は興味深く読
ませていただきました。 
　このように、大学が地域の抱える課題
を研究課題として積極的に取り組み、産
学官の連携が一層進むことを期待すると
ともに、ここで発表された皆さんが、そ
れぞれの立場で、今後の農業農村整備の
技術屋としてご活躍することを願ってお
ります。
 （岩手県　50代男性　地方公務員）

9年にわたる活動　誠にご苦労様でした
「REMEMBER 2129!」を決して忘れま
せん！　

　閑話休題の筆者・齊藤政満前専務が、
協会の総会において最高のキャスティン
グ（新専務就任）ができたとして筆を置
かれた。
　真のパートナーシップを目指して開催
されている農政局との意見交換会は、工
期の確保や工法変更等に多大な成果を上
げています。
　また、協会は、大学改革や政権交代に
よる斯界の歯槽膿漏を防ぐべく、大学生
に対し国営地区での卒論作成への支援、
会員企業の研究所での見学会開催なども
継続しています。
　このように齊藤氏には、ディレクター
も兼ねる卓越したプロデューサーとして
農業農村整備事業の現状を見据えた的確
な対応策を講じ、将来への基礎固めをし
ていただきました。
　これら一連の長年にわたるご労苦に深
い敬意を表しますとともに心から感謝申
し上げます。
 （埼玉県　70代男性）
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●「土地改良」318号の記事で氏名に誤りがありました。
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　　　（正）Ｊリーグの村井満
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